
 
 
   
 
 

「不適切なケアを防ぎ、グループホームから虐

待をなくそう」 

 
   平成 28 年 5 月 26 日（木）、平成 28 年度の定例

支部総会が開催されました。埼玉県 地域包括ケア

課長 金子様よりご挨拶をいただき、第 1 部では記

念講演として認知症の人と家族の会埼玉県支部 

副代表の宮田敏行様より「介護家族から見たケアの

現場と利用者の権利擁護について」という題目で講

演いただきました。奥様を在宅で介護され、ある事

故をきっかけとして「安心・安全」なケアについて

考えられました。そして、スタッフが安心して働け

る現場づくりと危機意識の必要性を訴えられまし

た。参加者として、自分の事業所を振り返りリスク

マネジメントや不適切なケアの防止について改め

て考えさせられました。「安心・安全」なケア現場

づくりにつとめる事で、利用者の権利擁護を実践し、

その意識が事業所全体に浸透できれば現場から虐

待を無くすことにつなげられるのではないかと実

感しました。 第 2 部に支部総会を開催し、各議案

すべてにおいて承認、可決し無事に総会を終える事 
  が出来ました。 
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平成 28 年 6 月 17 日（金）第 8 回定時社員 

総会が開催されました。当日は河崎会長をはじめ

役員、代議員や会員が全国から多く集まり厳粛な

雰囲気の中で行なわれました。各議案に沿って議

長が進行する中、活発な意見が飛び交いましたが

代議員の承認多数により議案はすべて可決いた

しました。また総会の中で河崎会長が「開かれた

協会を目指す」と力強く発言、「協会の会員は家

族であり、私は家族を守り抜く決意」という言葉

に感銘を受けました。 

 最後には今回、被災された熊本県のある支部長

より、協会から支援いただいた事へのお礼と被災

地の現状について語られました。同じ被災者でも

ある職員が自分の家にも帰らず泊まり込みで支

援している事、避難所で環境に馴染めず苦しんで

いる認知症の高齢者がいる事、まだまだ被災地に

は支援が必要であるという事を涙ながらに訴え

ていました。その場にいた誰もが言葉の重さを受

け止めると共に、支援の体制を全国に広げる「防

災ネットワークの構築」が早急に求められている

と実感しました。 
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埼玉県支部 定例支部総会開催！ 



 

 

 

 

 

 

 埼玉県支部では近年微増している虐待に関して重

く受け止め、利用者様の権利を守り虐待をなくす為に

長期にわたる研修を企画しました。その研修の主旨と

目的を理解し参加して下さった複数の事業所の代表

の方々が多数集まり、6 月 23 日（木）第一回目が開

催されました。  
各事業所で取り組み 3か月毎に見直し都度修正し次

につなげていく、内容としては虐待に繋がってしまう

恐れのある不適切なケアというものを洗い出し、まず

は不適切なケアをなくしていくという取り組みです。

まず第 1部として埼玉県支部役員の高杉氏が講師とな

り「グループホームの現状を考える」という事で各事

業所毎にアンケートにて自身と事業所の振り返りを

行った上でグループで現場での不適切なケアを出し

合い、なぜ不適切と考えたのか、改善するにはどうし

たら良いのかを話し合いました。 
 第 2部では第 1部で話し合った内容を 1つに絞りさ

らに掘り下げてグループワークを行ないました。発表

の場では意見交換や質問の中でお互いに共感できる

内容や新たに気づかされる事があったりと、とても実

のある研修でした。 
 参加された代表の方は事業所に戻り、講師となり 
研修を勧める必要がある為この研修は受けて終わり

ではありません。各自が虐待をなくすという強い意志

を持って取り組んでいった過程の中でその成果は現

れてくるのかなと思います。自身の事業所を振り返り

確実にやっていかなければいけない内容だと感じ

日々のケアについて深く考えさせられました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

  
 

 
 

 

 

 

埼玉県支部主催  会員限定 
不適切なケアをなくし虐待をしないさせない 

第１回「虐待防止、人権擁護セミナー」 

 

 埼玉県支部では近年増加している虐待に関して重

く受け止め、利用者様の権利を守り虐待をなくす為

に長期にわたる研修を企画しました。その研修の主

旨と目的を理解し参加して下さった複数の事業所の

代表の方々が多数集まり、6 月 23 日（木）第一回目

が開催されました。  
各事業所で取り組み 3 か月毎に見直し都度修正し

次につなげていく、内容としては虐待に繋がってし

まう恐れのある不適切なケアを洗い出し、限りなく

適切なケアにしていく取り組みです。第 1 部として

埼玉県支部役員の高杉氏が講師となり「グループホ

ームの現状を考える」という事で事業所毎にアンケ

ートにて自身と事業所の振り返りを行い、次にグル

ープワークで現場における不適切なケアを出し合

い、なぜ不適切と考えたのか、改善するにはどうし

たら良いのかを話し合いました。 
 第 2 部では第 1 部で話し合った内容をグループワ

ークでさらに掘り下げ発表しました。意見交換や質

問の中でお互いに共感できる内容や新たに気づかさ

れる事があり、実践に活かせる研修でした。 
 終了後、参加された会員の方は自事業所に戻り、

講師となって研修を行なうことになる為、各自が研

修できる力を身につける必要があります。虐待をな

くすという意志を持って取り組んでいく過程の中で

その成果は現れてくるのだろうと思います。自身の

事業所を振り返り、確実にやっていかなければいけ

ない内容だと感じつつ、この取り組みに成果が見ら

れることを期待しています。 
 

研修時の様子 

第２回「虐待防止、人権擁護セミナー」 
次回 9 月 29 日（木）午後１時半から「すこ

やかプラザ」にて予定しています。第 1 回目

に参加できなかった方も歓迎です。お気軽に

支部までご連絡下さい。（0480-67-0069） 


